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Ⅰ 川崎市の廃棄物の現状
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３ １３万ｔの焼却量の削減
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埋立処分場の延命化！

３処理センター体制の実現！
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市民ごみ排出実態調査より

平成２０年度調査では生ごみは２９．８％に減少平成２０年度調査では生ごみは２９．８％に減少
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参考

■市街化の進んだ都市におけるリサイクルシステムの構築

■川崎市の特性を踏まえた生ごみリサイクルの必要性

■生ごみリサイクル生成物の活用先 ■情報の共有化の推進

生ごみリサイクルを取り巻く現状と課題
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